
“ふじのくに美しく品格のある邑”から季節の情報を発信

●こがね色の里（菊川市）
●浮橋（伊豆の国市）
●銅鐸と水田のふるさと中川（浜松市）
●方ノ上（焼津市）

むらの声mura note file

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

久
留
女
木
の
棚
田

〜
竜
宮
小
僧
伝
説
の
邑
〜（
浜
松
市
）

沼
田
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道（
御
殿
場
市
）

有
東
木（
静
岡
市
）

静
岡
文
化
芸
術
大
学

Foreigner’s Eye

むらとりっぷ
【東伊豆（南部）エリア】

●
大
川（
東
伊
豆
町
）

●
奈
良
本（
東
伊
豆
町
）

●
上
佐
ヶ
野
わ
く
わ
く
の
里（
河
津
町
） 

●
伊
豆
見
高
入
谷
高
原（
河
津
町
） 

●
加
増
野（
下
田
市
） 

●
下
大
沢（
下
田
市
）

●
大
賀
茂（
下
田
市
） 

小
谷
あ
ゆ
み
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む
ら
レ
ポ
」　
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Shizuoka

伊豆の国市

函南町 熱海市

掛川市

島田市
藤枝市

焼津市

吉田町牧之原市

御前崎市

静岡市

富士宮市

富士市 沼津市 三島市

裾野市

御殿場市

小山町

川根本町

東伊豆町

河津町

南伊豆町

西伊豆町

松崎町

下田市

伊東市
伊豆市

伊豆
地域

邑23

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ地形と
清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品目数において
全国トップクラス。この豊かな食材を生産する県内の農山漁村に
は、棚田や茶畑といった美しい風景に加えて、古くから伝わる文化
や伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」があります。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に思い、
それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集まって、真摯
に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。平成24年度に県内35市
町の45地域が認定されたのを皮切りに、毎年登録数が増え続け、
令和1年7月現在で129地域が名を連ねています。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた山間地
の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個性はさまざま
です。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、文化や歴史、特産品や名
物など、129の地域にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩で多
様な魅力を形成しています。
　
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域を愛
し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人にとっ
て、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合のホーム
ページにあります。魅力的な場所、地域の特産品、参加できるイベ
ント情報なども掲載されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。

ふじのくに
美しく品格のある邑って?

む ら

中部
地域

邑35

東部
地域

邑25

いっぷく処 横川

源氏とひまわりの里

そよかぜ
広場

嶺田用水
の里

茶文字の里 東山

報徳・温泉・
農業の里 倉真

カカシ祭りの里 新野

千框の棚田

掛川天守をのぞむ里

西島

吉田たんぼ

蛭ケ谷

間の宿 菊川

坂部

湯日

岡部本郷

殿

葉梨
山水会本郷

いくみ

神座鵜網
越地

ささま

徳山

縁結びの村くのわき

けっこい瀬平

池の谷・閑蔵

浜石岳と
八千代の桜

大代

大沢地区

玉川
布沢
原・新丹谷

奥藁科・大川

奥長島〈足久保〉
水見色

岩本山とかりがね堤を守る邑

寿太郎みかんのふるさと 西浦

久米田

浮島

天子ヶ岳の里

内房の里

南条の里

柚野の里

上長窪地区

三島箱根西麓地区

パノラマ
遊花の里 せせらぎ中清水

西澤水系

金太郎産湯の里 湯船上野美農里の会
吉久保日吉の里

日本一の
だいだいの里「多賀」

丹那

富戸吉田

桂流コシヒカリの
ふる里

伊豆月ヶ瀬梅の里

いずのやね茅野 日本一の水わさびの邑

日野 元気な百姓達の里

伊浜地区

石部赤根田村百笑の里
那賀地区

十足

韮山金谷

所領

深良地区

二子湧水の里
沼田ロマンチック街道 / P11

白糸の里

五感で癒される
湧水の里いのかしら

菅山原

奈良本 / P15

大賀茂 / P16

加増野 / P16

下大沢 / P16

上佐ヶ野わくわくの里 / P15

伊豆見高入谷高原 / P16

大川 / P15

浮橋 / P05

方ノ上 / P09

有東木 / P14

こがね色
の里 / P03

朝比奈

中の島

東山口・西山口

地名
抜里

清沢

清水区西里

高天神の里

中郷地区

中

戸田

韮山多田
富士山のふもとの
郷を守る邑

むらのおと 01



森町浜松市

磐田市

湖西市

袋井市

登
録
　
邑

西部
地域

邑46

こがね色の里（菊川市） ────── 03
浮橋（伊豆の国市） ──────── 05
銅鐸と水田のふるさと中川（浜松市） ─ 07
方ノ上（焼津市） ────────── 09

有東木（静岡市） ──────── 14

東伊豆（南部）エリア

「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合とは、邑づくり
の趣旨に賛同した県内全35市
町、静岡県、企業等が会員とな
り、「美しく品格のある邑」の
魅力向上やブランド力強化の
ために、広報活動、情報収集、
調査研究を行い、「美しく品格
のある邑」についての審査・登
録事務を行う組織です。

〈令和元年7月現在〉

「ふじのくに美しく
品格のある邑づくり」連合とは

外国人による新たな視点から
邑の魅力を紹介する新企画

表紙／徳山〈川根本町〉
大井川鐵道 駿河徳山駅
からほど近い「ときどんの
池」一帯は、豊かな自然が
広がり、地域の人々が集う
憩いの場となっています。
かつては耕作放棄された
水田跡地でしたが、地元住
民の呼び掛けにより整備
が進み、現在ではゲンジボ
タルが舞う景観を取り戻し
ました。（第4回静岡県農
村の魅力フォトコンテスト
入賞作品／「夏到来」南
健太郎）

むらとりっぷ
───── 15

─ 16

沼田ロマンチック街道（御殿場市） ── 11

久留女木の棚田
～竜宮小僧伝説の邑～（浜松市） ─── 13

イベントカレンダー ────── 17

小谷あゆみの「むらレポ」 Vol.13

CONTENTS

フィールドワークレポート
静岡文化芸術大学

Foreigner’s Eye

新所水とみどりのプロジェクト

佐吉の里・山口

三ヶ日みかんの里

竜ヶ石山～西四村の里～

中ノ町地区

水窪地区

一の宮の里

地域いきいき共生！
恩地町環境みどり会

都田地区

はるの山の楽校

中郡地区

いまい
保全の会

いっぷく処 横川
天方

美竹林と極旨野菜の里
らびりんすゆうとう

ほっと龍山

花桃の里

夢未来くんま

ひずるしい鎮玉

敷地村

とんぼの里
岩井

諸井里山の会

源氏とひまわりの里
森町南部

大好き！渋川

大塚地区

村櫛地区

銅鐸と水田のふるさと中川 / P07

とうもんの里

神座里山多夢の会 田原地区

和地ふるさと会

そばの里づくり
佐久間

記事掲載邑邑名

むらの声mura note file
#01
#02
#03
#04

大川（東伊豆町）
奈良本（東伊豆町）
上佐ヶ野わくわくの里（河津町） 
伊豆見高入谷高原（河津町） 
加増野（下田市） 
下大沢（下田市）
大賀茂（下田市） 

久留女木の棚田
～竜宮小僧伝説の邑～ / P13

むらのおとフォリナーズアイ

外国人から見る邑のあれこれ新企
画ス
ター
ト

リニューアル邑
の
魅
力を

エリア
ごとに紹介
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菊
川
市
の
中
西
部
、一
級
河
川
菊

川
水
系
稲
荷
部
川
の
両
側
に
、
約

50　

の
美
し
い
水
田
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
も
と
は
遊
水
地
で
し
た
が
、

昭
和
40
年
代
か
ら
平
成
10
年
に
か

け
て
整
備
さ
れ
、
今
の
よ
う
な
整
形

さ
れ
た
農
地
に
な
り
ま
し
た
。
秋
に

は
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、
あ
た
り
は
黄

金
色
に
染
ま
り
ま
す
。
こ
の
風
景
を

元
に
名
付
け
ら
れ
た
「
こ
が
ね
色
の

里
」
で
は
、
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊

川
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
の
き
っ
か
け
は
、
池
田
正
さ

ん
（
現
・
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊
川
実

行
委
員
会
」
会
長
）
が
、
青
森
県
の

「
田
舎
館
村
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
を
新

聞
記
事
で
見
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

菊
川
で
も
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
が
で

き
な
い
か
と
有
志
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
池
田
さ
ん
の
知
り
合
い
を
中
心

に
、
地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
メ
ン

バ
ー
が
25
人
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

焼
津
の
農
家
か
ら
古
代
米
を
分
け

て
い
た
だ
き
、「
田
舎
館
村
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
の
方
に
直
接
指
導
を
仰

ぎ
、
平
成
20
年
か
ら
実
施
に
至
り

ま
し
た
。

　

当
初
は
２
〜
３
種
類
の
稲
で
シ
ン

プ
ル
な
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
種
類
も
増
え
、

最
近
は
９
種
類
の
古
代
米
を
使
用

平成30年の作品「仁王像」

む
ら
の
声
mu

ra note file No
#01

し
て
ア
ー
ト
を
施
し
て
い
ま
す
。

「
古
代
米
は
、
品
種
に
よ
っ
て
生
育

状
況
や
管
理
方
法
が
異
な
り
、
品

種
に
よ
っ
て
は
、
通
常
は
水
が
不
要

と
な
る
時
期
で
も
水
を
必
要
と
す

る
も
の
も
。
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
に

使
う
稲
は
、
暑
さ
に
弱
く
、
色
が
褪

せ
や
す
い
」
と
事
務
局
長
の
大
橋

晴
治
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
開
始
か

ら
11
年
が
経
っ
た
今
で
も
、
植
え

る
時
期
や
管
理
方
法
に
は
苦
労
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

毎
年
１
月
頃
か
ら
図
案
を
検
討

し
始
め
、
３
月
に
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ

し
、
機
械
設
計
を
生
業
と
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
３
次
元
に
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
後
、
測
量
し
な
が
ら
棒
と

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
ラ
イ
ン
を
引

き
、
植
え
る
位
置
や
稲
の
種
類
の

印
を
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
1
カ
月

ほ
ど
前
に
地
元
有
志
や
子
ど
も
た

ち
の
参
加
を
募
り
、
田
植
え
。
６
月

中
旬
頃
〜
８
月
中
旬
頃
に
オ
ー
プ

ン
と
な
り
ま
す
。
年
々
、
ア
ー
ト
が

進
化
し
て
い
る
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊

川
」
。
7
月
18
日
に
は
全
国
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
菊
川
の
新
し
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
創
出
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

広
大
な
田
園
風
景
の
里

田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に

壮
大
な
ア
ー
ト
を
施
す

ｈa

EVENT info
田んぼアート菊川 2019

全国田んぼアートサミット

古
代
米
を
使
っ
た

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
で

菊
川
の
活
性
化
を
図
る

7/14に大鑑賞会、
7/27にライトアップ鑑賞会

も実施されます。また、9/16に「収穫
祭」を開催予定。昨年は１人500円軽食
付きで実施。餅つきや地場産品の販売等も
行われました。今年の詳細は未定とのことです。

遊びに来て!

●開催／6月15日～8月18日の
　　　　土・日・祝日
●時間／9:00～16:00頃　
●会場／菊川市下内田
●費用／やぐら鑑賞200円
採れたての野菜などの地場産品の販売

●開催／7月18日（木）
●時間／13:00～17:00頃　
●会場／菊川文化会館
　　　　アエル大ホール
　　　　田んぼアート会場
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むら
の声

　

菊
川
市
の
中
西
部
、一
級
河
川
菊

川
水
系
稲
荷
部
川
の
両
側
に
、
約

50　

の
美
し
い
水
田
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
も
と
は
遊
水
地
で
し
た
が
、

昭
和
40
年
代
か
ら
平
成
10
年
に
か

け
て
整
備
さ
れ
、
今
の
よ
う
な
整
形

さ
れ
た
農
地
に
な
り
ま
し
た
。
秋
に

は
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、
あ
た
り
は
黄

金
色
に
染
ま
り
ま
す
。
こ
の
風
景
を

元
に
名
付
け
ら
れ
た
「
こ
が
ね
色
の

里
」
で
は
、
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊

川
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
の
き
っ
か
け
は
、
池
田
正
さ

ん
（
現
・
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊
川
実

行
委
員
会
」
会
長
）
が
、
青
森
県
の

「
田
舎
館
村
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
を
新

聞
記
事
で
見
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

菊
川
で
も
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
が
で

き
な
い
か
と
有
志
を
募
っ
た
と
こ

ろ
、
池
田
さ
ん
の
知
り
合
い
を
中
心

に
、
地
元
自
治
会
な
ど
か
ら
メ
ン

バ
ー
が
25
人
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

焼
津
の
農
家
か
ら
古
代
米
を
分
け

て
い
た
だ
き
、「
田
舎
館
村
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
」
の
方
に
直
接
指
導
を
仰

ぎ
、
平
成
20
年
か
ら
実
施
に
至
り

ま
し
た
。

　

当
初
は
２
〜
３
種
類
の
稲
で
シ
ン

プ
ル
な
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
が
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
種
類
も
増
え
、

最
近
は
９
種
類
の
古
代
米
を
使
用

し
て
ア
ー
ト
を
施
し
て
い
ま
す
。

「
古
代
米
は
、
品
種
に
よ
っ
て
生
育

状
況
や
管
理
方
法
が
異
な
り
、
品

種
に
よ
っ
て
は
、
通
常
は
水
が
不
要

と
な
る
時
期
で
も
水
を
必
要
と
す

る
も
の
も
。
黄
色
や
オ
レ
ン
ジ
色
に

使
う
稲
は
、
暑
さ
に
弱
く
、
色
が
褪

せ
や
す
い
」
と
事
務
局
長
の
大
橋

晴
治
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
開
始
か

ら
11
年
が
経
っ
た
今
で
も
、
植
え

る
時
期
や
管
理
方
法
に
は
苦
労
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

毎
年
１
月
頃
か
ら
図
案
を
検
討

し
始
め
、
３
月
に
デ
ザ
イ
ン
を
起
こ

し
、
機
械
設
計
を
生
業
と
し
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
３
次
元
に
起
こ
し
ま

す
。
そ
の
後
、
測
量
し
な
が
ら
棒
と

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で
ラ
イ
ン
を
引

き
、
植
え
る
位
置
や
稲
の
種
類
の

印
を
付
け
ま
す
。
そ
し
て
、
1
カ
月

ほ
ど
前
に
地
元
有
志
や
子
ど
も
た

ち
の
参
加
を
募
り
、
田
植
え
。
６
月

中
旬
頃
〜
８
月
中
旬
頃
に
オ
ー
プ

ン
と
な
り
ま
す
。
年
々
、
ア
ー
ト
が

進
化
し
て
い
る
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
菊

川
」
。
7
月
18
日
に
は
全
国
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
菊
川
の
新
し
い
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
創
出
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

❶❷今年のメインアートには、菊川茶イメージ
キャラクターの「ちゃこちゃん」と、富士山、茶
畑。サブアートは、ラグビーＷ杯にちなみ、菊
川市のマスコット「きくのん」と非公認キャラク
ター「茶ラリーマン」がラグビーをする様子。
❸棒とビニールテープで区切り、その中に苗
を植えます。測量を行い、目印をつける作業は
時間と手間がかかるといいます。　❹品種ご
とに分けられた古代米の種。　❺田植えの様
子。今年は子どもから大人まで約300人が参
加しました。　❻平成29年の作品「天狗」
❼平成28年の作品「龍と山門」

邑びと
メッセ

ージ

●車／東名高速菊川ICから車で15分 
●電車・バス／JR菊川駅からしずてつ
ジャストライン(バス)菊川浜岡線・御前崎
行きに乗車「上平川」降車、徒歩20分

こがね色の里
こがねいろのさと

菊川市下内田

大橋 晴治さん

若い人の参画を待っています！

年々観光客も増え、一日に300人の
来場があることも。たくさんの方に
観に来ていただき、喜んでもらえれ
ば嬉しいです。「田舎館村田んぼ
アート」は、田んぼアートの他に石
ころアートを行うなど、年間を通し
て観光客が訪れているとのこと。菊
川でもオフシーズンに何かしらの取
り組みができたらと
思いますが、担い
手の高齢化もあ
り、難しい部分も
あります。ぜひ若
い方の参画をお待
ちしています。

田んぼアート菊川実行委
員会 事務局長。会社勤務
を経て、定年後、自治会
長に。実行委員長の池田
さんに誘われ、田んぼアー
ト開催３回目の年から実
行委員に。「稲荷部自然
環境保全クラブ」代表と
して、農地や農道、水路
の泥上げ等の環境保全活
動にも取り組む。

❶

❹

❺

❼

❻

❷

❸
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伊
豆
半
島
の
中
央
部
、
標
高
約

2
7
0
m
の
盆
地
に
、
の
ど
か
な
田

畑
が
広
が
る
浮
橋
地
区
は
、
絵
に
描

い
た
よ
う
な
風
情
に
あ
ふ
れ
る
中
山

間
地
で
す
。
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た

森
、
随
所
に
湧
き
出
る
豊
か
な
水
、

昆
虫
や
野
鳥
が
飛
び
交
う
環
境
は
、

〝
心
の
ふ
る
さ
と
〞
を
思
わ
せ
ま
す
。

そ
ん
な
浮
橋
地
区
の
自
慢
と
言
え

ば
、「
浮
橋
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
。
平
成
24
年

に
組
織
さ
れ
た
同

会
は
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て

有
志
が
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
り
、
特
産

品
の
開
発
販
売
、
農

地
保
全
と
環
境
整

備
、S
N
S
を
活
用
し

た
広
報
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
東
京
都
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
に
よ
る
「
親
児
（
お
や
じ
）

の
会
」
と
連
携
し
、
田
植
え
体
験
、

虫
取
り
体
験
、
野
菜
収
穫
体
験
等
を

通
じ
て
、
都
市
部
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
浮
橋
の
伝
統
食
は
、
蕎
麦
で
す
。

ど
の
家
庭
に
も
蕎
麦
打
ち
道
具
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
る
作
物
で
す
が
、
地
域

外
に
出
回
ら
な
い
た
め
「
幻
の
蕎

麦
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
12

月
に
開
催
さ
れ
る
「
浮
橋
そ
ば
の
里

祭
り
」
で
は
、
蕎
麦
打
ち
体
験
な
ど

誰もが
思い浮かべるような
日本のふるさと

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#02

多
様
な
自
然
と

多
彩
な
取
り
組
み
で

人
々
の
心
を
つ
な
ぐ
理
想
郷

が
行
わ
れ
、
打
ち
立
て
の
蕎
麦
も
振

る
舞
わ
れ
ま
す
が
、
2
0
0
0
食
が

わ
ず
か
2
時
間
で
売
り
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
一
方
、
肥
沃
な
丘
陵
畑
地
で
栽
培

さ
れ
る
ス
イ
カ
や
大
根
等
の
農
作
物

は
、
近
年
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
作

物
と
し
て
小
麦
の
栽
培
に
も
取
り
組

み
、
地
産
小
麦
1
0
0
%
の
「
浮
橋

う
ど
ん
」
と
「
浮
橋
そ
う
め
ん
」
も

開
発
し
ま
し
た
。
毎
年
6
月
に
行
わ

れ
る
流
し
そ
う
め
ん
の
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
う

伊豆の国市浮橋900-5
（浮橋公民館：そばの里祭り会場）

●車／伊豆中央道・大仁中央ICより伊東
方面へ約25分 
●電車・バス／伊豆箱根鉄道・修善寺駅
から中伊豆東海バスで約30分、浮橋停
留所下車

浮橋
うきはし

し
た
交
流
は
地
域
の
住
人
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

企
業
等
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
は
都

市
部
の
人
た
ち
ま
で
惹
き
つ
け
て
い

ま
す
。

　
多
様
で
豊
か
な
自
然
、
創
意
に
あ

ふ
れ
る
邑
び
と
の
活
気
、
そ
し
て
山

村
に
こ
だ
ま
す
る
人
々
の
歓
声
。
浮

橋
に
は
、
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
よ

う
な
〝
ふ
る
さ
と
像
〞
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
人
と
人
を
つ
な

ぐ
心
の
架
け
橋
。
後
世
に
語
り
継
ぐ

べ
き
日
本
の
原
風
景
が
こ
の
邑
に
は

あ
り
ま
す
。

泥だらけになりなが
ら田植えに没頭する
東京の小学生。都会
では見ることができ
ない光景です。

東京の小学生とその保護者が
参加した田植え体験。この機会
を通じて農業や自然への興味を
抱く子どもも多いそうです。
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伊
豆
半
島
の
中
央
部
、
標
高
約

2
7
0
m
の
盆
地
に
、
の
ど
か
な
田

畑
が
広
が
る
浮
橋
地
区
は
、
絵
に
描

い
た
よ
う
な
風
情
に
あ
ふ
れ
る
中
山

間
地
で
す
。
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た

森
、
随
所
に
湧
き
出
る
豊
か
な
水
、

昆
虫
や
野
鳥
が
飛
び
交
う
環
境
は
、

〝
心
の
ふ
る
さ
と
〞
を
思
わ
せ
ま
す
。

そ
ん
な
浮
橋
地
区
の
自
慢
と
言
え

ば
、「
浮
橋
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
。
平
成
24
年

に
組
織
さ
れ
た
同

会
は
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て

有
志
が
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
り
、
特
産

品
の
開
発
販
売
、
農

地
保
全
と
環
境
整

備
、S
N
S
を
活
用
し

た
広
報
活
動
等
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
東
京
都
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
に
よ
る
「
親
児
（
お
や
じ
）

の
会
」
と
連
携
し
、
田
植
え
体
験
、

虫
取
り
体
験
、
野
菜
収
穫
体
験
等
を

通
じ
て
、
都
市
部
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　
浮
橋
の
伝
統
食
は
、
蕎
麦
で
す
。

ど
の
家
庭
に
も
蕎
麦
打
ち
道
具
が
あ

る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
る
作
物
で
す
が
、
地
域

外
に
出
回
ら
な
い
た
め
「
幻
の
蕎

麦
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
12

月
に
開
催
さ
れ
る
「
浮
橋
そ
ば
の
里

祭
り
」
で
は
、
蕎
麦
打
ち
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
、
打
ち
立
て
の
蕎
麦
も
振

る
舞
わ
れ
ま
す
が
、
2
0
0
0
食
が

わ
ず
か
2
時
間
で
売
り
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
一
方
、
肥
沃
な
丘
陵
畑
地
で
栽
培

さ
れ
る
ス
イ
カ
や
大
根
等
の
農
作
物

は
、
近
年
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
作

物
と
し
て
小
麦
の
栽
培
に
も
取
り
組

み
、
地
産
小
麦
1
0
0
%
の
「
浮
橋

う
ど
ん
」
と
「
浮
橋
そ
う
め
ん
」
も

開
発
し
ま
し
た
。
毎
年
6
月
に
行
わ

れ
る
流
し
そ
う
め
ん
の
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
う

“幼少期の思い出づくり”
をしています。

❶❷「親児の会」と連携して行われる虫取り体験。男の子
はカブトムシやクワガタにおおはしゃぎ。　❸「そばの里
祭り」で名物の蕎麦を買い求める長蛇の列。2,000食が2
時間で完売になります。
❹地場産品直売所「大仁まごころ市場」で販売されてい
る野菜は、通りすがりの観光客にも大人気です。❺毎年6
月に開催される「流しそうめん」。地産小麦100%の「浮
橋そうめん」を使用しています。

❹

し
た
交
流
は
地
域
の
住
人
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

企
業
等
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
は
都

市
部
の
人
た
ち
ま
で
惹
き
つ
け
て
い

ま
す
。

　
多
様
で
豊
か
な
自
然
、
創
意
に
あ

ふ
れ
る
邑
び
と
の
活
気
、
そ
し
て
山

村
に
こ
だ
ま
す
る
人
々
の
歓
声
。
浮

橋
に
は
、
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
よ

う
な
〝
ふ
る
さ
と
像
〞
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
人
と
人
を
つ
な

ぐ
心
の
架
け
橋
。
後
世
に
語
り
継
ぐ

べ
き
日
本
の
原
風
景
が
こ
の
邑
に
は

あ
り
ま
す
。

❷

邑びと
メッセ

ージ

浮橋産の小麦を100%使用した「浮橋
そうめん」と「浮橋うどん」。小麦粉本
来の素朴でおおらかな旨味が味わえま
す。ともに１袋300円。地場産品直売所
「大仁まごころ市場」で購入できます。

幼少期に楽しい思い出を作
れば、その地に対する愛着
が芽生え、理解や関心も深
まると思います。ですから
皆さん、ぜひ浮橋へ遊びに
来てください。水あそび、
キャンプ、月見会、餅つき
などの楽しい行事もいっぱ
い。ふるさとに帰って来た
ような気分になりますよ。

❶

食べて
みて!

知る人ぞ知る「幻の
蕎麦」。素朴ながら深
い風味が味わえます。

❺

❸

1977年、伊豆の国市浮橋
生まれ。3代続く農家として
トマト、キュウリ、お米など
を栽培。中学1年の頃から子
供会の活動に積極的に参
加。現在は「伊豆の国市青
少年活動推進員会」の副会
長を務め、地域活動のリー
ダーとして活躍中。

西島 知彦さん
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浜
名
湖
に
ほ
ど
近
い
、
都
田
川

の
ほ
と
り
に
あ
る
中
川
地
区
は
一

面
に
水
田
が
広
が
る
の
ど
か
な
エ

リ
ア
。
縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
に

は
す
で
に
米
作
り
が
始
ま
っ
て
い

た
そ
う
で
、
弥
生
時
代
の
豊
作
祈

願
の
祭
器
と
考
え
ら
れ
る
銅
鐸
が

7
つ
も
出
土
。
古
く
か
ら
稲
作
と

縁
が
深
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
考
古
学
的
価
値
も
高
く
、「
姫

街
道
と
銅
鐸
の
歴
史
民
俗
資
料

館
」
で
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

「
2
0
0
0
年
以
上
前
か
ら
続

い
て
い
る
水
田
の
風
景
を
維
持
す

る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

水
田
の
あ
る
風
景
が

地
域
の
つ
な
が
り
を

醸
成
し
て
い
く

都田川のほとりに広がる約180haの
水田地帯。この爽快な風景は2,000
年前から続くと言われています。

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#03

地
域
の
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
り

景
観
整
備
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
で

持
続
可
能
な
農
業
を
未
来
に
残
す

と
話
す
の
は
、
中
川
土
地
改
良
地

区
の
理
事
長
で
あ
る
伊
東
真
英
さ

ん
。
自
治
会
や
老
人
会
の
み
な
さ

ん
が
育
て
管
理
し
て
い
る
田
ん
ぼ

の
の
り
面
に
植
え
た
芝
桜
や
道
路

脇
の
あ
じ
さ
い
が
、
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
後
に
ご
み
拾
い
を
す
る
な
ど
、
地

域
の
住
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
景

観
整
備
や
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
ホ
タ
ル
の

鑑
賞
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
活
動

の
成
果
は
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
地
区
の
真
ん
中
を
東
西
に

走
る
都
田
川
の
両
側
に
は
、
お
よ

そ
1
8
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
水
田
が

あ
り
ま
す
。「
か
つ
て
は
農
家
が
多

か
っ
た
こ
の
地
区
も
、
最
近
で
は
兼

業
農
家
に
転
向
し
た
り
、
農
地
を

持
っ
て
い
て
も
他
人
に
貸
し
て
農

業
に
携
わ
ら
な
い
人
な
ど
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
、
地
域

の
相
互
理
解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
な
目
的

の
ひ
と
つ
」
と
伊
東
さ
ん
。
こ
の
地

区
で
は
小
学
５
年
生
に
な
る
と
、

農
家
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
の
も
と
、

田
植
え
を
体
験
。
自
ら
田
ん
ぼ
に

関
わ
る
こ
と
で
、
水
田
の
あ
る
風
景

が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
そ
う
で

す
。
こ
ち
ら
の
田
ん
ぼ
で
は
、
有
機

肥
料
1
0
0
％
、
農
薬
を
５
割
以

上
削
減
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
「
細
江

ま
い
ひ
め
」
や
、
静
岡
県
内
で
初
め

て
最
高
評
価
の
特
Ａ
を
獲
得
し
た

「
に
こ
ま
る
」
な
ど
を
栽
培
し
、
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。こ
の
３
月
に

は
水
田
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成

し
、
設
備
面
で
も
次
世
代
が
農
業

を
継
続
し
や
す
い
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
令
和
に
な
っ
て
も
、
こ
の
美

し
い
水
田
の
風
景
は
長
く
受
け
継

が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

むらのおと 07



　

浜
名
湖
に
ほ
ど
近
い
、
都
田
川

の
ほ
と
り
に
あ
る
中
川
地
区
は
一

面
に
水
田
が
広
が
る
の
ど
か
な
エ

リ
ア
。
縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
に

は
す
で
に
米
作
り
が
始
ま
っ
て
い

た
そ
う
で
、
弥
生
時
代
の
豊
作
祈

願
の
祭
器
と
考
え
ら
れ
る
銅
鐸
が

7
つ
も
出
土
。
古
く
か
ら
稲
作
と

縁
が
深
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
考
古
学
的
価
値
も
高
く
、「
姫

街
道
と
銅
鐸
の
歴
史
民
俗
資
料

館
」
で
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

「
2
0
0
0
年
以
上
前
か
ら
続

い
て
い
る
水
田
の
風
景
を
維
持
す

る
た
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

気賀の関所に隣接する「奥浜名湖田園空
間博物館」では、中川地区をはじめ、地元
の農産物や海産物、特産品、加工品、工
芸品などを販売しています。奥浜名湖エリ
アの観光センターでもあるので、散策の拠
点として利用するのもおすすめです。

と
話
す
の
は
、
中
川
土
地
改
良
地

区
の
理
事
長
で
あ
る
伊
東
真
英
さ

ん
。
自
治
会
や
老
人
会
の
み
な
さ

ん
が
育
て
管
理
し
て
い
る
田
ん
ぼ

の
の
り
面
に
植
え
た
芝
桜
や
道
路

脇
の
あ
じ
さ
い
が
、
訪
れ
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
夏
休
み
の
ラ
ジ
オ
体
操

の
後
に
ご
み
拾
い
を
す
る
な
ど
、
地

域
の
住
民
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
景

観
整
備
や
環
境
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
ホ
タ
ル
の

鑑
賞
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
活
動

●車／東名高速浜松西ICから約15分
または 東名高速舘山寺スマートICか
ら約10分 
●電車／天竜浜名湖鉄道岡地駅から
徒歩約15分

銅鐸と水田の
ふるさと中川
どうたくとすいでんのふるさとなかがわ

浜松市北区細江町中川7506
（JAとぴあ浜松細江支店）

❶中川地区へと続く姫街道のそば、長さ200ｍにわたって植えら
れた芝桜が、訪れる人を出迎えてくれます。　❷都田川のほとり
にあじさいが咲く中川地区。　❸この春完成したポンプ場からパ
イプラインを使い田んぼに水が届けられます。　❹浜名湖の汚
染抑止、生態系の保全にも取り組んでいます。

❸❹

の
成
果
は
着
実
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
地
区
の
真
ん
中
を
東
西
に

走
る
都
田
川
の
両
側
に
は
、
お
よ

そ
1
8
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
水
田
が

あ
り
ま
す
。「
か
つ
て
は
農
家
が
多

か
っ
た
こ
の
地
区
も
、
最
近
で
は
兼

業
農
家
に
転
向
し
た
り
、
農
地
を

持
っ
て
い
て
も
他
人
に
貸
し
て
農

業
に
携
わ
ら
な
い
人
な
ど
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
、
地
域

の
相
互
理
解
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
も
大
切
な
目
的

の
ひ
と
つ
」
と
伊
東
さ
ん
。
こ
の
地

区
で
は
小
学
５
年
生
に
な
る
と
、

農
家
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
の
も
と
、

田
植
え
を
体
験
。
自
ら
田
ん
ぼ
に

関
わ
る
こ
と
で
、
水
田
の
あ
る
風
景

が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
そ
う
で

す
。
こ
ち
ら
の
田
ん
ぼ
で
は
、
有
機

肥
料
1
0
0
％
、
農
薬
を
５
割
以

上
削
減
し
た
ブ
ラ
ン
ド
米
「
細
江

ま
い
ひ
め
」
や
、
静
岡
県
内
で
初
め

て
最
高
評
価
の
特
Ａ
を
獲
得
し
た

「
に
こ
ま
る
」
な
ど
を
栽
培
し
、
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。こ
の
３
月
に

は
水
田
用
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
完
成

し
、
設
備
面
で
も
次
世
代
が
農
業

を
継
続
し
や
す
い
環
境
が
整
い
ま

し
た
。
令
和
に
な
っ
て
も
、
こ
の
美

し
い
水
田
の
風
景
は
長
く
受
け
継

が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。

❷

四季折々に変化する
水田の風景に癒されます
４月になると田んぼの脇に
咲く芝桜が見ごろを迎えま
す。５月に入れば田植えが
始まり、水面に映り込む夕
景が幻想的です。稲がぐん
ぐんと伸び、一面が緑に包
まれる７月。風になびく稲の
姿に涼を感じることができ
ます。秋になれば黄金色に
染まった田んぼが広がり、
新米を食べるのが何よりの
楽しみ。1年を通じて見せる
さまざまな表情は、何年住
んでいても飽きることがあ
りません。

邑びと
メッセ

ージ

中川地区出身。旧
細江町町長を勤
め、現在は中川土
地改良区理事長
のほか、静岡県土
地改良事業団体
連合会の会長を
兼任。40年以上
地域のために尽
力している。

伊東 真英さん

買いに
 きて!

❶
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初
春
、
心
地
よ
い
風
と
と
も
に

花
の
便
り
が
届
く
、
焼
津
市
方
ノ

上
地
区
。
家
々
に
植
え
ら
れ
た
甘

い
香
り
と
黄
色
が
美
し
い
蝋
梅

と
、
朝
比
奈
川
沿
い
に
植
え
ら
れ

た
約
2
0
0
本
の
早
咲
き
の
山
の

手
さ
く
ら
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
こ

の
地
域
で
は
、
古
木
か
ら
育
て
た

蝋
梅
の
苗
木
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
は
地
域
一

帯
が
香
り
に
包
ま
れ
、
訪
れ
る
者

に
春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
市
民
で
形
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

「
方
ノ
上
美
農
里
」
は
、
農
家
26

人
、
非
農
家
12
人
の
計
38
人
で
、

平
成
29
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
方

ノ
上
は
農
地
が
多
い
地
域
で
す

が
、
高
齢
化
が
進
み
、
農
地
管
理

に
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
地
域
を
良
く
し
た

い
。
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
育

て
よ
う
」
と
い
う
思
い
で
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。
梅
並
木
が
あ
る
堤
防
や

農
道
の
草
刈
り
、
遊
歩
道
の
整
備

な
ど
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
放
流
や
収
穫
体
験
、
古
代

米
を
使
っ
た
餅
つ
き
な
ど
、
子
ど
も

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
顔
が
見
え
る

農
産
物
の
販
売
会
「
み
の
り
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
神
社
の
森
に
流
れ
る
沢
に
は
、

か
つ
て
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
見
か
け
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
森
に
再

び
ホ
タ
ル
を
呼
び
戻
し
た
い
と
、
農

地
や
川
を
整
備
。
ホ
タ
ル
の
幼
虫

と
幼
虫
の
エ
サ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の

放
流
を
地
元
子
ど
も
会
と
保
護

者
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
の
協
力

花
と
自
然
と
ホ
タ
ル
に

出
合
え
る
里

地
域
へ
の
愛
着
を
育
む農家の協力で、地元の子どもたちと

サツマイモの蔓挿し作業を行います。

む
ら
の
声
mu

ra note file No

#04

自
然
体
験
を
通
じ
て

地
域
と
子
ど
も
た
ち
の

交
流
の
場
を
創
出

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
蔓
挿
し
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

蒔
き
、
収
穫
体
験
や
焼
き
芋
会
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
校
長
を
務
め
、
定
年

退
職
後
は
「
方
ノ
上
美
農
里
」の
書

記
を
務
め
る
平
井
正
也
さ
ん
は

「
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、

地
域
と
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
そ
の

保
護
者
た
ち
が
関
わ
り
、
世
代
間

の
交
流
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地
域

へ
の
愛
着
を
育
む
様
々
な
取
組
は
、

地
域
の
活
性
化
と
農
業
振
興
に
も

結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

●車／東名高速焼津ICから約５分 
●電車・バス／JR焼津駅からしずてつ
ジャストラインバス「焼津岡部線 岡部営
業所」行き乗車、「方の上」下車、徒歩５分

方ノ上
かたのかみ

焼津市方ノ上261（八王子神社）遊びに来て!

赤穂浪士の仇討の後、
元吉良家の家来が流浪
の末、方ノ上に辿り着
き、吉良家のために閻魔
様をこの地に設置したと
いう由来がある「方ノ上
閻魔堂」。毎年8/16に
お祭りを開催。今年は
ちょうど建立300年目に
あたり、盛大に催される
予定です。
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むら
の声

「方ノ上美農里」代表。会
社員を経て、53歳で息子
とともに就農。認定農業者
でもあり、地域の農家のま
とめ役。米、キュウリ、ナ
スの生産のほか「酒米研究
会」の副会長も務める。

岡村 清志さん

　
初
春
、
心
地
よ
い
風
と
と
も
に

花
の
便
り
が
届
く
、
焼
津
市
方
ノ

上
地
区
。
家
々
に
植
え
ら
れ
た
甘

い
香
り
と
黄
色
が
美
し
い
蝋
梅

と
、
朝
比
奈
川
沿
い
に
植
え
ら
れ

た
約
2
0
0
本
の
早
咲
き
の
山
の

手
さ
く
ら
が
咲
き
誇
り
ま
す
。
こ

の
地
域
で
は
、
古
木
か
ら
育
て
た

蝋
梅
の
苗
木
を
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
は
地
域
一

帯
が
香
り
に
包
ま
れ
、
訪
れ
る
者

に
春
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　
市
民
で
形
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

「
方
ノ
上
美
農
里
」
は
、
農
家
26

人
、
非
農
家
12
人
の
計
38
人
で
、

平
成
29
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
方

ノ
上
は
農
地
が
多
い
地
域
で
す

が
、
高
齢
化
が
進
み
、
農
地
管
理

に
不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
「
地
域
を
良
く
し
た

い
。
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
育

て
よ
う
」
と
い
う
思
い
で
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。
梅
並
木
が
あ
る
堤
防
や

農
道
の
草
刈
り
、
遊
歩
道
の
整
備

な
ど
、
地
域
の
景
観
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
放
流
や
収
穫
体
験
、
古
代

米
を
使
っ
た
餅
つ
き
な
ど
、
子
ど
も

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
顔
が
見
え
る

農
産
物
の
販
売
会
「
み
の
り
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
神
社
の
森
に
流
れ
る
沢
に
は
、

か
つ
て
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
は
見
か
け
な
く
な
っ
て

い
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
森
に
再

び
ホ
タ
ル
を
呼
び
戻
し
た
い
と
、
農

地
や
川
を
整
備
。
ホ
タ
ル
の
幼
虫

と
幼
虫
の
エ
サ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
の

放
流
を
地
元
子
ど
も
会
と
保
護

者
、
地
域
の
方
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
家
の
協
力

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ

モ
の
蔓
挿
し
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種

蒔
き
、
収
穫
体
験
や
焼
き
芋
会
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
の
場
を
設
け
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
校
長
を
務
め
、
定
年

退
職
後
は
「
方
ノ
上
美
農
里
」の
書

記
を
務
め
る
平
井
正
也
さ
ん
は

「
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
、

地
域
と
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
そ
の

保
護
者
た
ち
が
関
わ
り
、
世
代
間

の
交
流
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
」
と

語
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
地
域

へ
の
愛
着
を
育
む
様
々
な
取
組
は
、

地
域
の
活
性
化
と
農
業
振
興
に
も

結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

新しい観光資源を
生み出したい

❶初夏に子どもたちと蔓挿しをしたサツマイモを収穫。
❷3月には八王子神社下の水路にホタルの幼虫を放流
❸新しい観光資源の創出として、達者山に遊歩道を整
備し、桜苗木の植樹を行っています。 ❹土砂を取り除
き、杭を打ち、イノシシ侵入防止のために割った竹を編
み込んだ「竹しがら」を作成。子どもたちのために、竹
の種類や用途を伝える学習の場も設けています。

邑びと
メッセ

ージ

EVENT info

●開催／2月の第4日曜
●時間／10：00頃～正午頃
●会場／朝比奈川左岸
地場産品の販売や甘酒の
振る舞いなど

山の手さくらまつり

❶

❸❹

❷

方ノ上で育った古
代米を使って、秋空
の下、餅つき大会を
実施。あんこやきな
粉をつけて、参加者
にふるまいました。

子どもたちに向けたイベン
トを開催すると、両親はも
ちろん、祖父母も参加して
くれます。地域住民同士の
関わりが増えるのは嬉しい
ことですね。現在、朝比奈
川の桜並木は多くの観光
客で賑わいますが、これか
らも、農道を整備し、植樹
を進め、新しい観光資源
を生み出せればと考えて
います。
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静
岡
県
ふ
じ

のく
に美
しく品格のある邑づくり

推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」
Vol.小谷あゆみ

フリーアナウンサー／農業ジャーナリスト 
野菜をつくるベジアナとして農ある暮らしの
豊かさを提唱。全国の農村を取材。ＮＨＫＥ
テレ「ハートネットTV介護百人一首」司会、
ブログ「ベジアナの野菜畑チャンネル」で食
と農に関わる情報を配信中。静岡県ふじのく
に美しく品格のある邑づくり推進委員

　

静
岡
県
御
殿
場
市
沼
田
地
区
は
、田

ん
ぼ
の
向
こ
う
に
見
え
る
大
き
な
富
士

山
が
、そ
れ
は
美
し
い
田
園
地
帯
で
す
。

む
ら
で
は
、「
沼
田
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
育

成
会
」を
結
成
し
て
１０
年
ほ
ど
前
か
ら

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
を
開
い
た
り
、遊
休
農

地
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
を
開
設
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
夏
の
摘
み
取
り
シ
ー
ズ

ン
に
は
3
0
０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

会
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
の
は
、根
上

孝
吉
さ
ん（
８2
）。
か
つ
て
は
陸
上
自
衛

隊
富
士
学
校
で
予
算
管
理
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。電
卓
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

も
な
い
時
代
、何
百
億
の
計
算
を
そ
ろ

ば
ん
や
手
回
し
の
計
算
機
で
し
て
い
ま

し
た
が
、根
を
詰
め
す
ぎ
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
り
か
け
、な
ん
と
、座
禅
を
始
め
た

そ
う
で
す
。そ
こ
で
到
達
し
た
の
が
、「
本

当
の
幸
せ
、心
の
充
足
と
は
、足
元
に
あ

る
」と
い
う
信
念
。身
近
な
人
や
地
域
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
、自
分
の
喜
び
と

な
っ
て
返
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
を
実
践

し
、そ
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
２６
年
、
根
上
さ
ん
た
ち

は
、年
間
を
通
し
た
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
そ
う
と
、み
ん
な
で
貯
金
を
出
し
合
っ

て
直
売
所
「
農
の
駅
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
農
の
駅
」顧
問
の
鈴
木
勝
利
さ
ん

（
７５
）に
よ
る
と
、出
荷
す
る
会
員
１
２

０
人
の
う
ち
、沼
田
の
生
産
者
は
３０
人
ほ

ど
。口
コ
ミ
で
広
が
り
、神
奈
川
や
山
梨

か
ら
出
荷
す
る
人
も
い
て
、品
ぞ
ろ
え
に

彩
り
を
加
え
ま
す
。
何
よ
り
す
ご
い
の

は
、わ
ず
か
な
が
ら
も
ほ
ぼ
毎
年
売
上

を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
こ
と
。
販
売
速

報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
会
員
の
ス
マ
ホ
や

携
帯
電
話
に
届
く
シ
ス
テ
ム
で
、売
れ
残

り
を
極
力
減
ら
し
ま
す
。

　

月
２０
万
円
を
売
り
上
げ
る
土
屋
哲
三

さ
ん（
６９
）は
、
そ
の
コ
ツ
を
「
ク
オ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
品
質
管
理
）、Ｑ
Ｃ

で
す
よ
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
、
元
ト
ヨ
タ
の
技
術
者
！

退
職
後
に
ふ
る
さ
と
へ
戻
っ
て
野
菜
づ

く
り
を
始
め
、
今
で
は
年
間
６０
品
目
を

作
っ
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
の
は
課
題
の
洗
い
出
し
で
す
。

他
の
人
と
重
複
し
な
い
よ
う
、年
間
の
作

付
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、
い
ま
人
気
の
野
菜
を
イ
ン

ホ
タ
ル
も
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も

幸
せ
は
足
元
に
あ
る

人
か
ら
人
へ
や
る
気
の
輪

小
さ
い
か
ら
強
い
直
売
所

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
種
を
取
り
寄
せ

る
な
ど
、
常
に
新
し
い
情
報
を
仕
入
れ

て〝
カ
イ
ゼ
ン
〞し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、土
屋
さ
ん
が
出
荷
し
た「
あ

ま
う
ま
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
」は
、な
ん

と
２０
種
類
の
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
を
試

験
栽
培
し
、
選
び
抜
い
た
自
信
作
で
す
。

他
よ
り
３
割
高
い
１
２
８
円
で
す
が（
そ

れ
で
も
安
い
で
す
ね
）、大
好
評
で
売
り

切
れ
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
や
る
気
が
ま
わ
り
に〝
伝

染
〞し
た
の
か
、
若
い
お
嫁
さ
ん
世
代
が

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
や
漬
け
物
を
出
す
よ

う
に
な
っ
た
り
、さ
ら
に
は
、９０
歳
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
山
菜
を
出
荷
す
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
す
ご
い
力
で
す

ね
。

　
「
農
の
駅
」は
単
な
る
直
売
所
に
と
ど

ま
ら
ず
、地
域
の
人
た
ち
が
得
意
分
野

を
発
揮
す
る
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。む
ら
を
元
気
に
す
る
の
は
、こ
う

し
た
人
か
ら
人
へ
の〝
や
る
気
の
輪
〞で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。あ
の
人
が
が
ん

ば
っ
て
い
る
か
ら
、自
分
も
何
か
し
た
く

な
る
。
自
発
的
な
行
動
は
気
持
ち
よ
く
、

長
続
き
し
ま
す
。

　

国
で
も
集
落
支
援
と
し
て「
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
」を
勧
め
て
い
ま
す
。近
所

に
あ
る
直
売
所
な
ら
、通
い
や
す
く
愛

着
も
湧
き
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は
小
さ
い

ほ
う
が
互
い
の
顔
が
見
え
、み
ん
な
が

舞
台
に
立
て
る
の
で
す
ね
。

●車／東名高速・新東名高速御
殿場ＩＣから約10分 
●電車／ＪＲ南御殿場駅から徒
歩約20分

沼田ロマン
チック街道
ぬまたろまんちっくかいどう

御殿場市沼田271（農の駅）

沼田「農の駅」
みんなの得意が集まる

カワニナが生息する清らかな用水路にて
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静
岡
県
御
殿
場
市
沼
田
地
区
は
、田

ん
ぼ
の
向
こ
う
に
見
え
る
大
き
な
富
士

山
が
、そ
れ
は
美
し
い
田
園
地
帯
で
す
。

む
ら
で
は
、「
沼
田
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
育

成
会
」を
結
成
し
て
１０
年
ほ
ど
前
か
ら

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
会
を
開
い
た
り
、遊
休
農

地
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
を
開
設
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
夏
の
摘
み
取
り
シ
ー
ズ

ン
に
は
3
0
０
０
人
も
の
人
が
訪
れ
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

会
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
の
は
、根
上

孝
吉
さ
ん（
８2
）。
か
つ
て
は
陸
上
自
衛

隊
富
士
学
校
で
予
算
管
理
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。電
卓
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

も
な
い
時
代
、何
百
億
の
計
算
を
そ
ろ

ば
ん
や
手
回
し
の
計
算
機
で
し
て
い
ま

し
た
が
、根
を
詰
め
す
ぎ
て
ノ
イ
ロ
ー
ゼ

に
な
り
か
け
、な
ん
と
、座
禅
を
始
め
た

そ
う
で
す
。そ
こ
で
到
達
し
た
の
が
、「
本

当
の
幸
せ
、心
の
充
足
と
は
、足
元
に
あ

る
」と
い
う
信
念
。身
近
な
人
や
地
域
を

大
切
に
す
る
こ
と
が
、自
分
の
喜
び
と

な
っ
て
返
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
を
実
践

し
、そ
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、平
成
２６
年
、
根
上
さ
ん
た
ち

は
、年
間
を
通
し
た
に
ぎ
わ
い
を
生
み

出
そ
う
と
、み
ん
な
で
貯
金
を
出
し
合
っ

て
直
売
所
「
農
の
駅
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
「
農
の
駅
」顧
問
の
鈴
木
勝
利
さ
ん

（
７５
）に
よ
る
と
、出
荷
す
る
会
員
１
２

０
人
の
う
ち
、沼
田
の
生
産
者
は
３０
人
ほ

ど
。口
コ
ミ
で
広
が
り
、神
奈
川
や
山
梨

か
ら
出
荷
す
る
人
も
い
て
、品
ぞ
ろ
え
に

彩
り
を
加
え
ま
す
。
何
よ
り
す
ご
い
の

は
、わ
ず
か
な
が
ら
も
ほ
ぼ
毎
年
売
上

を
伸
ば
し
続
け
て
い
る
こ
と
。
販
売
速

報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
会
員
の
ス
マ
ホ
や

携
帯
電
話
に
届
く
シ
ス
テ
ム
で
、売
れ
残

り
を
極
力
減
ら
し
ま
す
。

　

月
２０
万
円
を
売
り
上
げ
る
土
屋
哲
三

さ
ん（
６９
）は
、
そ
の
コ
ツ
を
「
ク
オ
リ

テ
ィ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（
品
質
管
理
）、Ｑ
Ｃ

で
す
よ
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

土
屋
さ
ん
は
、
元
ト
ヨ
タ
の
技
術
者
！

退
職
後
に
ふ
る
さ
と
へ
戻
っ
て
野
菜
づ

く
り
を
始
め
、
今
で
は
年
間
６０
品
目
を

作
っ
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
の
は
課
題
の
洗
い
出
し
で
す
。

他
の
人
と
重
複
し
な
い
よ
う
、年
間
の
作

付
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、
い
ま
人
気
の
野
菜
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
種
を
取
り
寄
せ

る
な
ど
、
常
に
新
し
い
情
報
を
仕
入
れ

て〝
カ
イ
ゼ
ン
〞し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、土
屋
さ
ん
が
出
荷
し
た「
あ

ま
う
ま
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
」は
、な
ん

と
２０
種
類
の
ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
を
試

験
栽
培
し
、
選
び
抜
い
た
自
信
作
で
す
。

他
よ
り
３
割
高
い
１
２
８
円
で
す
が（
そ

れ
で
も
安
い
で
す
ね
）、大
好
評
で
売
り

切
れ
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
や
る
気
が
ま
わ
り
に〝
伝

染
〞し
た
の
か
、
若
い
お
嫁
さ
ん
世
代
が

手
作
り
ク
ッ
キ
ー
や
漬
け
物
を
出
す
よ

う
に
な
っ
た
り
、さ
ら
に
は
、９０
歳
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
山
菜
を
出
荷
す
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
す
ご
い
力
で
す

ね
。

　
「
農
の
駅
」は
単
な
る
直
売
所
に
と
ど

ま
ら
ず
、地
域
の
人
た
ち
が
得
意
分
野

を
発
揮
す
る
交
流
拠
点
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。む
ら
を
元
気
に
す
る
の
は
、こ
う

し
た
人
か
ら
人
へ
の〝
や
る
気
の
輪
〞で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。あ
の
人
が
が
ん

ば
っ
て
い
る
か
ら
、自
分
も
何
か
し
た
く

な
る
。
自
発
的
な
行
動
は
気
持
ち
よ
く
、

長
続
き
し
ま
す
。

　

国
で
も
集
落
支
援
と
し
て「
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
」を
勧
め
て
い
ま
す
。近
所

に
あ
る
直
売
所
な
ら
、通
い
や
す
く
愛

着
も
湧
き
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
は
小
さ
い

ほ
う
が
互
い
の
顔
が
見
え
、み
ん
な
が

舞
台
に
立
て
る
の
で
す
ね
。

❶竹炭と竹酢液も農の駅で販売しています
❷左から、「あまうまスナック」を持つ土屋哲三さん、根上さん、
親戚の作った「きよみ」を出荷する土屋恵美子さん、鈴木さん

❸御殿場市川島田「農（Minori）」の御殿場産にこだわるランチ

直売所「農の駅」は朝９時から午後３時まで。
水曜定休です

竹炭も作ってるよ！

ブルーベリー
摘み取り体験は

８月から
９月中旬まで

富士山を背景に、左から食育や農
業体験でともに活動する「農
（Minori）」オーナー池田洋一さん、
根上孝吉さん、筆者、鈴木勝利さん

❶

❷❸
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「
引
佐
耕
作
隊
」
の
活
動
目
的
は
、
休

耕
地
の
再
生
で
す
。
美
し
い
景
観
を
有
す

る
「
久
留
女
木
の
棚
田
」
で
す
が
、
耕
作

者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
伴
い
、
休

耕
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
現

在
耕
し
て
い
る
田
ん
ぼ
（
約
5
0
0
㎡
）

も
以
前
は
荒
れ
果
て
、
雑
草
が
生
い
茂
る

土
地
で
し
た
。
地
域
に
お
役
に
立
て
た

ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
2
0
1
6
年
度

よ
り
耕
作
を
始
め
ま
し
た
。

　

棚
田
に
は
食
料
生
産
の
場
と
し
て
の

機
能
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
生
物
を

育
む
機
能
や
水
を
貯
え
る
天
然
の
ダ
ム

機
能
、
景
観
で
人
々
に
癒
し
を
与
え
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
「
棚
田

の
多
面
的
機
能
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
都
市
部
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
棚
田

か
ら
様
々
な
恩
恵
を
享
受
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
は
そ

の
恩
恵
に
気
付
く
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、「
久
留
女
木 

棚

田
の
恵
」
で
は
「
棚
田
の
多
面
的
機
能
」

を
お
米
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
表
し
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
通
し
て
、
棚
田
の
役
割
を

多
く
の
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
は
初
心
者
の
私
た
ち
に

お
米
作
り
の
”い
ろ
は
“
を
指
南
し
て
く

れ
ま
す
。
2
0
1
7
年
度
か
ら
は
、
久

留
女
木
地
域
の
お
祭
り
「
川
合
淵
祭

り
」（
7
月
第
一
土
曜
日
開
催
）
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
私
た
ち
も
こ

の
祭
り
に
参
加
し
、
久
留
女
木
地
域
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

住
民
の
仲
井
政
雄
さ
ん
か
ら
は
「
地
元

休
耕
地
を
再
生
し
、

棚
田
の
”恵
“
を

守
り
た
い

お
米
作
り
を
通
し
た

地
元
住
民
と
の
か
か
わ
り

SHIZUOKA UNIVERSITY OF ART & CULTURE

静岡文化芸術大学では、地域課題
への理解を深めるため、大学生が地
域で実践活動を行う「地域連携演
習」というカリキュラムがあります。

と
は
関
係
の
な
い
学
生
た
ち
が

や
っ
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
。

今
年
の
お
祭
り
も
楽
し
み
」
と

温
か
い
言
葉
を
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
”新
米
“フ
ァ
ー

マ
ー
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

の
方
々
と
と
も
に
、
お
米
作
り
に

も
地
域
の
文
化
や
伝
統
の
継
承

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

県内屈指の耕作面積を誇り、日本の棚田百
選、静岡県棚田等十選に選定され、静岡県景
観賞を受賞するなど静岡県を代表する棚田
の一つです。　棚田を次世代に引き継ぐため、
H6に地元農家による「久留女木里山の会」、
外部との橋渡し役としてH27に「久留女木竜
宮小僧の会」が発足しました。また、H21より
不二総合コンサルタント㈱と一社一村しずお
か運動に取り組むなど、多くの人達の協力も
得てこの美しい棚田が守られています。

久留女木の棚田
～竜宮小僧伝説の邑～
くるめきのたなだ～りゅうぐうこぞうでんせつのむら～

地
域
連
携
演
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
引
佐
耕
作
隊
」
は
、
浜
松

市
北
区
引
佐
町
「
久
留
女
木
の
棚
田
」

で
お
米
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
毎
年
3

月
の
田
起
こ
し
か
ら
始
ま
り
、
11
月
の

収
穫
ま
で
、
週
末
に
棚
田
に
通
い
、
農

作
業
を
し
ま
す
。
収
穫
し
た
お
米
は
本

学
デ
ザ
イ
ン
学
部
が
製
作
し
た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
詰
め
、「
久
留
女
木 

棚
田
の

恵
」
と
い
う
商
品
名
で
大
学
生
協
等
に

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

静岡文化芸術大学

フィールドワークレポート

休
耕
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
引
佐
耕
作
隊
」

2018年度「久留
女木 棚田の恵」
のパッケージ

●車／新東名高速浜松いなさICから15分、浜松ＳＡ
スマートＩＣから20分 
●電車・タクシー／ＪＲ浜松駅から「渋川儀光」行き
乗車、「おそ渕」下車、徒歩40分

浜松市北区引佐町西久留米木63-4
（旧）久留米木小学校

❸

❷

❶

❶「川合淵祭り」に参加
❷地域の方がサポート
してくれる
❸田植え前の代搔きを
している様子
❹収穫の様子

❹

文
：
中
野
七
海
（
文
化
政
策
学
部 

文
化
政
策
学
科
3
年
）
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わさび栽培発祥の地であり、平成30年3月に伊
豆地域のわさび生産地とともに、「静岡水わさびの
伝統栽培」として世界農業遺産に認定されまし
た。地域の女性が中心となって運営する「うつろ
ぎ」には、手作りの味を求めて、都市部からも多く
の人が訪れています。

うつろぎの皆さん。左から 西島和子さん・宮原加代子さ
ん・白鳥明美さん・望月友代さん・宮原恵美子さん

　静岡市内から山道を車で走ること40分、
別世界のような田園風景が広がるわさびの
発祥地・有東木に辿り着きました。
　有東木では、自治会副会長の望月敏明さ
んがわさび田を案内してくれました。わさびは
有東木で420年以上前に初めて栽培された
そうです。今でも、石で積み上げて作る畳石
式わさび田を利用した伝統的な栽培方法
で、高品質なわさびを生産しています。わさ
びを育てるためには、豊富な湧水と安定した
涼しい気候が必要で、こうした条件が揃う場
所はフィリピンにはなく、伝統的な栽培方法
を大切にしていることが印象的でした。
　わさびは根茎だけでなく、全部食べられる
ことを望月さんに教えてもらいました。寿司と
刺身に使う摩り下ろす根茎はもちろん、葉を
天ぷらに、茎をわさび漬けやサラダにしたり、
様々な料理に活用できることは驚きです。自
家製のわさびアイスも試食しましたが、わさ
びの粒が入っていて、甘味と上手く調和して
いました。外国では、わさびといえば寿司につ
いているものというイメージが強いですが、
フィリピンの豚肉料理にも使えそうだと思いま
した。

　わさび田巡りの後、「うつろぎ」で名物「さ
びめし定食」を食べました。これまで味わっ
た摩り下ろしたわさびは辛いイメージでした
が、ここで食べたわさびには、なんと、甘さも
感じられたのです。また、辛さもほのかな辛
さで、そのままでも食べられるほど。味の違
いにも驚かされました。わさび田の美しい景
色を観ながら、新鮮なわさびを食べられる
という体験は、外国人旅行客にとっても忘
れられない思い出となるでしょう。
　なお、食べ方がわからない外国人も、ご
心配なく。店員さんから美味しい食べ方を
親切に説明してもらえます。
　最後に、わさび漬けの体験をしました。
素人の私でも短時間で作ることができまし
た。日本ではわさびを含めて、何でも漬物
になることは、驚くべきことです。

　「静岡水わさびの伝統栽培」は世界農業
遺産として認定され、その事実は日本人だ
けでなく、外国人にも、わさびの発祥地の価
値を再確認させました。有東木はわさび栽
培を学び、そして邑人のおもてなしを体感で
きるところです。皆さんもぜひ訪れてみてくだ
さい。〈文：パルマ・パメラ〉

むらのおとフォリナーズアイ

世界も注目のWASABI発祥の地! 甘くてツーンと辛い！
本物の味にびっくり！

見て、味わって
世界農業遺産WASABIを体感！

静岡市葵区有東木280-1（うつろぎ）

●車／新東名高速新静岡ＩＣから約４０分 
●電車・バス／ＪＲ静岡駅からバス「安倍線」運転免許セン
ター行き（麻機行き除く）で約７５分、「有東木橋」下車すぐ

わさび田を案内してくれた有東木のみなさん。左から 望月悦子さん・白鳥道代さん・望月義弘さん・パメラさん・チアゴさん・望月敏明さん・宮原友光さん

パルマ・パメラ【フィリピン】 チアゴ・フェルナンド【ブラジル】
静岡県くらし・環境部多文化共生課  国際交流員

静岡県くらし・環境部多文化共生課  国際交流員

急勾配な地形に天まで続きそうなわさび田
これまで守られてきたことがすごい！

冷たい水の流れる
わさび田で本物のWASABI
の大きさにびっくり！

有東木
うとうぎ

WASABIの葉の
天ぷらにアイスク
リーム、わさびには
こんな味わい方が
あるとは…
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大川温泉 磯の湯

奈良本
みかん狩り・
いちご狩り園

加増野
ポーレポーレ

開国紅茶
よろずカフェらくら

河津ブルーベリーの里

❶

❷

伊豆大川

伊豆北川

伊豆熱川

片瀬白田

伊豆稲取

今井浜海岸

河津

稲梓

蓮台寺

下田ロープウェイ伊豆急下田

下田公園
須崎御用邸

体感型動物園iZoo

河津バガテル公園

❻
❼

❺
伊豆
急行

下田市

河津町

東伊豆町

136

135

135

414

414

404

115

113

15

14

河津川

伊豆見高入谷高原温泉

大賀茂
みかん狩り・
柿狩り

❹
❸ ❶

❷

東伊豆まち温泉郷の玄関口にある、波
打ち際の小さな露天風呂「磯の湯」。
大川の海を一望しながら、あふれる自
然の中で、蕩々とあふれる温泉を楽し
めます。周辺にはアマゴ釣りができる
清流の向井田川や、築城石の石切り
場の名残り「ぼ泣き石」などがあり、
ゆっくり散策するのもおすすめです。

海を一望する露天風呂で
スローライフを楽しんで

海岸線まで迫る丘陵地の奈良本には、多彩な
柑橘類を栽培する樹園やいちごハウスが広が
り、季節の味覚狩りが楽しめる観光農園が数
多くあります。みかん狩りやいちご狩りを楽し
んだ後は、奈良本けやき公園の無料足湯で、
癒しの時間を過ごしてみては。

海をのぞむ観光農園で
季節の果実狩りを体験

東伊豆（南部）エリア

東伊豆町大川4-1 ☎0557-22-0248
●時間／11:00～18:00（金土日祝と7・
8月は～20:00）※荒天時休業
●料金／500円
●交通／車：東名高速沼津ICまたは新東
名高速長泉沼津ICから約115分
電車・バス：伊豆急行伊豆大川駅から徒
歩10分

樋ノ口園  東伊豆町奈良本1319 
☎0557-23-1339
丸鉄園  東伊豆町奈良本1401 
☎0557-23-0120

●時期／1月1日～6月中旬
●時間／9:00～16:00
●種類／ポンカン・ネーブル・
ニューサマーオレンジ など　
●料金／大人（中学生以上）500
円、子供（４才～）400円

●期間／7月13日～8月25日　
●時間／9:00～16:00　●料金／一般
800円、小学生500円(幼児無料)
●交通／車：東名高速沼津ICまたは新東
名高速長泉沼津ICから国道414号経由
(約80分)「上河津郵便局」の角左折
電車・バス：伊豆急行河津駅から南伊豆
東海バス・河津七滝方面行きに乗車「下
佐ヶ野」下車、徒歩15分

ブルーベリーは小さな
子どもも摘みやすく、人
気の味覚狩りです。園
内ではお一人様40分
間、食べ放題！

旧道脇にある「ぼなき石」。江戸城の築
城石で町の文化財に指定されています。

大川温泉 磯の湯
おおかわおんせん いそのゆ

大川

男女別の露天
風呂は、まさに
目の前が海！

N

みかん狩り・

いちご狩り
奈良本

河津町上佐ヶ野地区に2008年にオー
プンしたブルーベリー狩り農園「河津
ブルーベリーの里」。3,000坪以上の
広大な園内には「ホームベル」「ウッ
タード」などの品種が約1,000本植え
られており、摘み取り体験が楽しめま
す。自家製シロップをかけた「ブルー
べリーかき氷」も要チェック。

絶品かき氷もおすすめ！
夏ならではの味覚体験

河津ブルーベリーの里
河津町川津筏場1519-1 ☎0558-35-7371

ブルーベリー狩り
上佐ヶ野わくわくの里

「ふじのくに美しく品格のある邑」をエリアごと
にご案内する新企画！各邑イチオシの“食”
やアクティビティの情報を紹介していきます。
ぜひ週末プチトリップに訪れて、次はあな
たが、新たな邑の魅力を見つけてください。

みかん狩り

樋ノ口園  （同上） 丸鉄園  （同上）
ストロベリーファーム太田農園  東伊豆町奈良本153 ☎0557-23-0050
いちごらんど中西  東伊豆町奈良本1381-2 ☎0557-23-0187

●時期／12月中旬～5月上旬　●時間／9：00～16：00
●種類／章姫・紅ほっぺ など　●料金／1,800円（12月中
旬～1/3）、1,600円（1/4～2/28）、1,400円（3/1～3/31）、
1,100円（4/1～4/30）、800円（5/1～5/6）　
●交通／車：東名高速沼津ICまたは新東名高速長泉沼津
ICから約90分、国道135号線「湯ノ沢」交差点から５分
電車：伊豆急行伊豆熱川駅から車で５分

いちご狩り

人気の「ブルー
べリーかき氷」
もどうぞ！

近くのけやき
公園の足湯。
無料です。

❸
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加増野の女性たちが運営する手打
ちそば処「加増野ポーレポーレ」。
一番の人気メニューは、季節の地
野菜の天ぷらがつく「天せいろ」
1,100円。かけそばは800円。西伊
豆産の鰹節で丁寧にだしをとった
そばつゆも大好評。農産物加工品
の販売や、そば打ち体験などの各
種体験メニューもあります。

邑びとの笑顔とともに
手打ちそばに舌鼓を打つ

大賀茂の「まつば農園」では10
月中旬から11月にかけて、みか
ん狩りと柿狩りが体験できま
す。収穫を楽しみながら、その
場で味わうことができ、なんと
園内食べ放題。みかんの種類は
「早生温州」と「早生みやか
わ」、柿は「次郎柿」と「富有
柿」です。おみやげ用の販売も
しています。

陽の光をいっぱい浴びた
秋の味覚を満喫！

海岸線から離れた高原地帯にあ
る、良質な源泉かけ流しの秘湯。
地域で運営されているため、邑び
ととのふれあいも楽しみの一つで
す。温泉横にある木造長屋式のコ
テージには、７名まで宿泊できる
部屋が３室。地元の食材を持ち込
んで家族や仲間と料理を楽しむの
がおすすめ。地場産品の直売所に
もぜひ立ち寄ってみて。

緑に囲まれた秘湯で
心と体をのんびり癒す

河津町見高2064-13 
☎0558-32-3556

●時間／10:00～21:00(受付20:00
まで）　●休日／木曜（祝祭日の場合
は翌日）、8月は無休　
●料金／大人（高校生以上）500円、
小中学生250円、幼児無料
●交通／車：東名高速沼津ICまたは
新東名高速沼津長泉ICから約100分
電車・バス：伊豆急河津駅から東海バ
ス「入谷中村」行き乗車、「仲ヶ野」下
車、徒歩20分

●時間（お食事処）／11：30
～14：00
●休日／火曜　
●交通／車：東名高速沼津
ICから約130分、新東名高
速長泉沼津ICから約140分
電車・バス：伊豆急下田駅か
ら南伊豆東海バス松崎方面
行き乗車、「加増野」下車

加増野ポーレポーレ
下田市加増野481-3 
☎0558-28-0002

「かぞうの」に暮らす女性たちが心
を込めてそばや味噌を作ります。

毎年5～6月には茶摘体験（500
円）も開催（2019年は終了）。

下田市に唯一残る下大沢の茶畑
で収穫される“やぶきた”品種の
無農薬茶葉を、手作業で商品化
した「開国下田紅茶」。年間わず
か100kgの収穫で、紅茶になる
のはたったの20kgという、とても
貴重な紅茶です。カフェでは販
売の他、メニューとしても提供し
ています。ぜひ味わってみて。

開国のまちの新ブランド
貴重な和紅茶を味わって

よろずカフェらくら
下田市１丁目7-9
 （下田紅茶の会） 
☎090-1418-8301
●時間／10:30～21:30
●休日／火曜・第4水曜
●交通／伊豆急下田駅か
ら徒歩5分（駐車場なし）

まつば農園　
下田市大賀茂336-2  
☎0558-22-8400

●期間／10月中旬～11月
●時間／9：00～16：00
●料金／みかん狩り：大人400円、
子供300円
柿狩り：大人500円、子供300円
●交通／車：東名高速沼津ICまた
は新東名高速長泉沼津ICから国
道414号経由（約105分）　
電車・バス：伊豆急下田駅から南伊
豆東海バス「堀切」行き乗車(約10
分)、「桂口」下車、徒歩5分

秋の果実を食
べ放題。地元
の子どもたち
にも人気です。

直売所には
新鮮な地元
野菜がずらり。

伊豆見高入谷高原温泉

いずみだかいりやこうげんおんせん

伊豆見高入谷高原❹
人気の天せいろ。
手打ちはコシが違
います。大豆コロッ
ケもおすすめ。

加増野ポーレ

ポーレのそば
加増野

みかん狩り・柿狩り

大賀茂

❺

お風呂上がりは緑に囲ま
れてさわやかな高原の
風を満喫できます。

ハリスティー
に始まりバリ
エーションも豊富
に。お土産に
もぴったり。

開国紅茶
下大沢

かいこ
くこう

ちゃ ❻

❼
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馬鈴薯の直売、野菜や飲食
物の販売

三島馬鈴薯祭
ＪＡ三島函南農産物直売所フレッシュ
錦田店

問ＪＡ三島函南販売課 ☎055-971-8217

河津ブルーベリーの里
河津町川津筏場1519-1 ※駐車場あり
問河津ブルーベリーの里
☎0558-35-7371（期間中のみ）

地域手づくりのブルーベリー狩り園が開園

山の日 振替休日
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海の日

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

SUN MON TUE WED THU FRI SAT

SUN MON TUE WED THU FRI SAT
月

敬老の日

秋分の日

ブルーベリー狩り園開園

裾野市パノラマロードを花でいっぱい
にする会コスモス種まきイベント
裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会の会
員（市民・団体）とボランティアによるコスモスの種ま
きイベント

裾野市須山地区
問裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会
事務局（勝又友揮） ☎055-995-1823（農林振興課）   
●1人1本飲み物を支給

パノラマ遊花の里

田んぼアート鑑賞会
田んぼアートをやぐらから鑑賞

問こがねの里（代表：大橋晴治） ☎090-7910-7296
●やぐら入場料200円

菊川市下内田4044-1より南東へ１㎞先

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番
号・年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させ
ていただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使
用いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

西部

中部

東部

伊豆

浮島ひまわり写真撮影会＆コンサート

沼津市平沼字侭下436ほか（看板表示あり）
※北側隣接空き地駐車場約3０台を利用（無料）
問浮島地区環境保全推進会事務局（長澤）
　または浮島地区センター 
☎090-2263-2362、055-968-1322

浮島ひまわりらんど（北・中・南畑）約3，500㎡に地域
のみんなで咲かせたひまわりの写真撮影会とたなか
みどりさんのコンサート。浮島ひまわり＆景観写真コ
ンテストも募集。催事日以外、終日無料開放

池の谷キャンプ場
集落で運営するキャンプ場。希望があれば「北限の
川根茶」の呈茶も。

川根本町千頭528-5
問川根本町まちづくり観光協会 ☎0547-59-2746
池の谷キャンプ場

7月6日（土）  9:00～12:00

7月13日（土）

7月14日（日）

7月上旬～11月

7月13日（土）～8月25日（日）  9:00～16:00

7月21日（日）  9:00～11:00
浮島地区

こがね色の里

「平谷の流し焚」奉納
（町文化財指定）7月14日（日）

けっこい瀬平

三島箱根西麓地区

鮎のつかみ取りや創作
体験で思い出づくり

アクティ森の夏休みイベント
アクティ森

周智郡森町問詰1115-1  ※無料駐車場あり
問アクティ森 ☎0538-85-0115

7月中旬～9月上旬

北久原の湯立て神楽
北久原浅間神社境内

御殿場市北久原352  ※駐車場あり
問北久原神楽保存会（田代）  ☎0550-81-2227

疫病や災いを追い
払う神楽の舞

7月23日（火）  18:00～
西澤水系

9:00～11:00
（雨天の場合14日）

天方

竹カヌーを作るなど川遊びを通じて自然環境を学ぶ。
鎮玉リバーリンピック2019

獺渕川（都田川漁協裏）
浜松市北区引佐町渋川４３７５-１  
※駐車場あり
問NPO法人ひずるしい鎮玉 
☎053-544-1045（担当：廣瀬）
●会費／大人２，０００円、
　子ども１，０００円（予定）
●定員／親子15組（先着順）

7月27日（土）  10:30～14:00（10時集合）
ひずるしい鎮玉

「鮎の友釣り」を夏の清流で体験。ベテランインスト
ラクターから丁寧に学べる。初心者大歓迎。お昼は
鮎の塩焼き

鮎の友釣り体験2019

川合渕公園 浜松市北区引佐町西久留米木
※駐車場あり　問NPO法人ひずるしい鎮玉 
☎053-544-1045（担当：廣瀬）
●会費（予定）／３，５００円（入漁料、おとり鮎、昼食、
保険料含む）　●定員／先着10名

7月28日（日）  8:30～14:00 ※予定
ひずるしい鎮玉

ツリークライミング（木登り）、
水生生物の観察と川遊び

熊平川遊び
熊平水辺の里オートキャンプ場

浜松市天竜区熊976-1  ※駐車場あり
問NPO法人夢未来くんま（9：00～16：00  木曜休） 
☎053-929-0636（担当：石打）
●会費／大人1，０００円、子ども2，０００円
●定員／子ども30人・大人20人

7月28日（日）  9:00～15:00
夢未来くんま

行列ができる朝採りスイートコーンの直売
スイートコーン収穫時期

森町内の各直売所
問森町役場産業課 
☎0538-85-6315

～7月下旬
森町南部

４万本、日本一の
桔梗園が見頃香勝寺の桔梗が見頃

鹿苑山 香勝寺
周智郡森町草ヶ谷968  ※無料駐車場あり
問香勝寺 ☎0538-85-3630

～7月20日（土）
森町南部

清流での鮎の友釣りが解禁
太田川水系の鮎釣り

太田川、吉川・三倉川
問太田川漁協 ☎0538-85-3080

6月上旬～
天方

池の谷・閑蔵

パノラマ遊花の里

上佐ヶ野わくわくの里

三島市谷田字城ノ内１4１-1
北上店 三島市幸原町1-13-19
函南店 函南町仁田9-1

問瀬平けっこにせっ会（事務局長：原田）
☎0547-56-0681

水害、水難防止、併せて農業振興を祈願する。
平谷の河川（大井川）川根本町瀬平区

むらのおと 17



恩地町みどり朝市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会

浜松市南区恩地町443  ※駐車場あり  
問地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
（代表：見野）  ☎053-426-2888

恩地町公会堂広場
地元の農産物販売

竜ヶ石山～西四村の里～

※オープンデッキ、トイレ、駐車場あり
問里山元気もりもり隊西四村ふるさとの会
☎053-543-0108（竜ヶ岩洞：小野寺）  

竜ヶ石山ハイキングコース

竜ヶ岩洞（集合）
標高359.1ｍ棚田の緑と遠州灘のコントラスト

浜松市北区引佐町田畑193

通　年

毎月第3日曜日  9:00～9:30

遠州大念仏・子供念仏5団体が、それぞれ特徴あ
る大念仏踊り、子供念仏を披露する。

遠州大念仏踊り「蝉しぐれの盆」

豊岡東交流センター
磐田市敷地1187-3  ※駐車場あり（協力金500円）
問豊岡東交流センター  ☎0539-62-6669

8月14日（水）  17:00～20:00
敷地村

春野高原へ泊り、小学生の夏休み自由研究（星・自
然）や工作（木工作りや手作り天体望遠鏡）を応援

夏休みこども自由研究＆工作

春野高原（春野山の村内第２駐車場集合）
浜松市天竜区春野町杉９４３-１  ※駐車場あり
問事務局：info.haruno.yamagaku@gmail.com
（体験宿泊担当：内山）
FAX：053-984-0320　☎053-984-0311
●参加費／7,000円（一泊二日の宿泊代・保険・
2食付） ※子供の工作代としてプラス3,000円

8月11日（日）  13:00～
8月12日（月）  11:30頃

はるの山の楽校

全国からアルプホルンが集合しセミナーを開催
【1日目】午後から紹介とセミナー【2日目】セミナー
【3日目】11：30～受講者発表会（水車の里かあさの
店前：浜松市天竜区熊1976-1）、午後は会場を移
して受講者と指導者とでアルプホルンコンサート

アルプホルンセミナー

旧熊中学校
浜松市天竜区熊2153  ※駐車場あり
問NPO法人夢未来くんま（9：00～16：30  木曜休） 
☎053-929-0636（担当 大平）
●会費（予定）／大人20，０００円  ●定員／定員20名

夢未来くんま

陣馬の滝祭り（わさびすりおろし体験）

猪之頭 「陣馬の滝」周辺
富士宮市猪之頭５２９ ※祭り駐車場を利用（無料）
問特定非営利活動法人猪之頭振興協議会
☎0544-52-0119

当日申込みで参加可能。猪之頭で生産された
「わさび」をすりおろして味見

五感で癒さ
れる湧水の里
いのかしら

盆踊りを楽しんだりして交流を深める。
田原夏祭り

田原交流センター敷地内
磐田市三ヶ野1045-3  ※駐車場あり
問田原交流センター（清水） ☎0538-35-4269

8月17日（土）  18:00～21:00

8月19日（月）  18:00～21:00

8月18日（日） 
11:00～13:00
（10:30～受付）

8月18日（日） 
11:00～13:00（10:30～受付）

田原地区

沼田ブルーベリー狩り園開園

御殿場市沼田146付近
問沼田ロマンチック街道育成会（根上） 
☎090-7859-3570
●参加費／小学生以上５００円

沼田ロマンチック街道

食べ放題を楽しめるブルーベリー狩り園が開園

8月1日（木）～9月中旬  10:00～15:00

伝統行事「文殊祭典と竹灯籠」

文殊堂境内
※駐車場は白糸小学校校庭を利用（無料）　
問原区自治会（担当／馬飼野行雄）
☎080-3663-6397

手筒花火・子供手筒花火、文殊太鼓の実演・
参道に竹灯籠

白糸の里

案山子づくり

北久原浅間神社境内
御殿場市北久原352 ※駐車場あり　
問西澤水系環境ネットワーク（代表：田代）
☎0550-81-2227

老人クラブと子供会が共同で案山子を作る。

8月4日（日）  13:30～
西澤水系

池に放流した「あゆ」を素手にて捕まえ、炭火
で焼いて食べる。鮎の塩焼き2匹+五平餅1本

鮎のつかみ取り

渋川親水公園
浜松市北区引佐町渋川  ※駐車場あり
問てんてんゴーしぶ川 ☎053-545-0452
●会費等／１５００円
※ぬれても良い服装（水着）をご用意ください
●定員／40名（最少催行20名）

大好き！渋川

鹿ん舞・ヒーヤイ・狂言で構成される国指定重要
無形民俗文化財「徳山の盆踊」を奉納

徳山の盆踊

川根本町徳山浅間神社
榛原郡川根本町徳山地内  
※徳山コミュニティセン
ター駐車場利用（無料）
問徳山古典芸能保存会
徳山区事務所
☎0547-57-2843

徳山
8月15日（木）  18:30～21:00頃

松明を焚いて火の中に飛び込む
害虫を駆除し、駆除した虫の供養
を行い豊作を祈願する伝統行事

虫送り

殿公会堂付近
※玉露の里駐車場を利用（無料）
問殿町内会 ☎054-668-0827

藤枝市岡部町殿地区

殿
8月23日（金）  18:00～19:30頃

稲刈り体験
菊川市下内田4044-1より南東へ１㎞先

問こがねの里（代表：大橋晴治） ☎090-7910-7296
●会費／稲刈り体験代500円（保険、お弁当）

こがね色の里
9月16日（月・祝）  

ご先祖様を供養するための灯篭流し
久野脇区灯篭流し

川根本町久野脇グランド前の河川（大井川）
問くのわき親水公園管理運営組合
☎0547-56-1781

縁結びの村くのわき
8月16日（金）  

※駐車場あり

第9回富士山すそのパノラマロード
コスモスまつり

パノラマ遊花の里
裾野市須山地区 ※無料駐車場あり
問裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする
会事務局（勝又友揮）、裾野市観光協会事務局
（勝又修）
☎055-995-1823（農林振興課）
☎055-992-5005（裾野市観光協会）

パノラマ遊花の里

パノラマ遊花の里でコスモスの開花時期に合
わせ、販売ブースを設置、ステージイベント等を
行う他、スタンプラリー（ぐりんぱ、JAそば畑と
の三大花祭り）を実施

9月14日（土）・15日（日） 9:00～15:00

ながはま特設市
長浜海浜公園

熱海市上多賀地先 ※無料駐車場あり
問熱海市多賀観光協会 ☎0557-67-2255

日本一のだいだいの里「多賀」

季節の農作物や魚介類等
の販売、フリーマーケット、
ステージイベントも開催

9月14日（土）～16日（月・祝）、
 21日（土）～23日（月・祝）  9:00～15:00

★一泊二日

9月14日（土） 13:00～9月16日（月）
★二泊三日

富士宮市原 

9月21日（土）  10:00～13:00
稲刈り体験

平成棚田
問ふじのくに美しく品格のある邑白糸の里
（佐藤俊治） ☎090-2181-3962
●参加費／大人（中学生以上）2,000円

平成棚田で農業体験。白糸コシヒカリの鎌での刈
取りと稲刈機械へ乗車しての刈取り（お米販売）　
昼食（白糸コシヒカリのおむすび、豚汁、他）あり

白糸の里

富士宮市原
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無料

www.shizuoka-murasapo.net

https ://www.facebook.com/muradoki/

しずおか　むらサポ 検索

オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook

ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

オフィシャルウェブサイト Facebook
www.facebook.com/
shizuokamurasapo/

にようこそ
「○○について勉強したい！」「地域資源の掘り起こしや、新たな活用を考えたい！」
「企業と連携して、新たな取り組みをしてみたい！」
「むらづくりを応援したい！」「農産物を活用したビジネスをしたい！」など、
相談事がありましたら、お近くのワンストップ窓口へご連絡を！
窓口がアドバイスやマッチングをお助けします。

農山村にかかわる相談にぜひご活用ください！

情報
発信

旬な農山村の情報を
「むらサポ」WEB・

フェイスブックで広報します

むらとまちの人 と々の
連携を支援します
【支援内容の例】
・地域の特産品を用いた商品開発
・企業や大学とのマッチング
・他の邑の取組紹介、
　交流会の開催

農山村のよろず相談室を
受けつけます
【相談内容の例】
・○○の手法を勉強したい
・邑への移住者を増やしたい
・農業をやってみたい

【情報内容の例】
・農山村でのイベント開催
・ポランティアの募集
・農産物販売の開始

特定非営利活動法人NPOサプライズ

伊豆

伊豆地域

東部地域

中部地域

西部地域

東部

中部
西部

伊豆市修善寺75ドットツリーオフィス  ☎0558-99-9120（平日のみ9時から16時）

特定非営利活動法人ホールアース研究所
富士宮市下柚野165  ☎0544-66-0790（9時から17時）

一般社団法人SACLABO
藤枝市若王子705-2  ☎070-5332-3955 (9時から18時）

浜松市市民協働センター（浜松市民協働サポートグループ）
浜松市中区中央1丁目13-3  浜松市市民協働センター内
☎053-457-2616 (9時～21時30分 ※12/29～1/3を除く）

地域づくりアドバイザーによる
研修会・交流会

出張相談会

むらづくりワンストップ窓口

他の邑との
ネットワークも
広がります。

県の地域づくり
アドバイザーや
環境学習コーディ
ネーターが在籍
しています。

むらづくり
ワンストップ窓口
地域づくりに役立つ研修会や、相談会、
交流会も年に数回開催中！

【参加無料】

各種
相談

連携
支援

相談無料

cityizu@gmail.com

npo@wens.gr.jp

saclabo.mail@gmail.com

kyoudou6@machien-hamamatsu.jp
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